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女子Ｕ－１Ｓチームアジアを制す

－ＦＩＢＡアジアＵ－１８女子

バスケットボール選手権大会優勝一一

[編集部］

平成２０年１１月２日から９日まで、インドネシアのメダン市で開催された上記大会におい

て、Ｕ－１８女子日本代表チームが決勝で中国を破って優勝した。ここのところあまりいい話

題が無かった日本バスケット界にもたらした、明るい話題である。

以下大会出場チームと日本代表チーム、戦績についてご紹介する。

［出場チーム］

レベルＩ

中国日本韓国チャイニーズ・タイペイマレーシアインド

レベルⅡ

インドネシアタイフィリピンシンガポールホンコン・チャイナカザフスタン

[日本代表チーム］

主なスタッフ

チームリプリゼンティブ

スーパーバイザー

ヘッドコーチ

アシスタントコーチ

アシスタントコーチ

選手

ＮＣ 氏名 Ｐ

４ 伊藤恭子 PＧ

５ 岡本彩也花 PＧ

６ 阿部雪音 SＧ

７ 大沼美咲 SＦ

８ 間宮佑圭 Ｃ

９ 淀野潮里 SＧ

１０ 元山夏菜 SＦ

1１ 演口京子 PＦ

1２ 山本千夏 SＦ

1３ 水島沙紀 SＧ

1４ 篠原恵 Ｃ

1５ 渡嘉敷来夢 ＰＦ

平均

氏名 所属

諸山文彦 日本協会理事

講武達雄 神奈川県立旭高校

一色建志 聖カタリナ女子高校

林慎一郎 福井県立足羽高校

渡遥勝也 札幌山の手高校

身長 年齢 所属

(c皿）

1６１ 1８ デンソーアイリス

160 1７ 桜花学園高校２年

170 1７ 聖カタリナ女子高校３年

176 1８ 山形市立商業高校３年

183 1８ 東京成徳大学高校３年

170 1８ 土浦日本大学高校３年

1８１ 1８ 昭和学院高校３年

1８１ 1８ 聖カタリナ女子高校３年

175 1７ 東京成徳大学高校２年

168 1７ 桜花学園高校２年

184 1７ 東京成徳大学高校２年

1９１ 1７ 桜花学園高校２年

175

Ｐ一ポジション：ＰＧ一ポイントガード、ＳＧ－シューティングガード、

ＳＦ一スモールフォワード、ＰＦ－パワーフォワード、Ｃ－センター

年齢、所属は平成20年１１月１０日現在

３



[試合結果］

予選ラウンド

１１月２日（日）

１１月３日（月）

１１月４日（火）

１１月５日（水）

１１月６日（木）

日本９６－６７チャイニーズ・タイペイ

日本９０－５oマレーシア

日本７８－６５韓国

日本１１１－３４インド

日本８７－７１中国

以上レベルＩにおける予選リーグの結果、全勝で１位となり予選リーグ上位４チームによる
決勝トーナメントへ進出した。

準決勝

１１月７日（金）

日本９０－５３チャイニーズ・タイペイ

日本は決勝進出と２００９年に開催されるＵ－１９世界選手権出場獲得をかけ、予選リーグ４

位のチャイニーズ・タイペイと対戦。相手を寄せ付けず圧倒的な勝利を収めた。

第１ピリオド、試合開始直後、＃６阿部の速攻が決まった日本は、さらに阿部の３Ｐシュート、
#１５渡嘉敷のゴール下シュートなどで先行する。チャイニーズ・タイペイは攻め手を欠き得点
が伸びない。日本は２２－１２で第１ピリオド終了。

第２ピリオド､日本は#１４篠原の連続得点などでこのピリオドも主導権を握る｡渡嘉敷の速攻、

#１０元山のドライブインなど波状攻撃を仕掛け、守っては相手の得点を８点に抑えて、日本
４８－２０の２８点差で前半を終了。

第３ピリオド、後半建て直しを図るチャイニーズ・タイペイは積極的な攻撃を見せる。日本は
#5岡本らのスピードある攻撃で追随を許さず､日本６７－３７の３０点差をつけて最終ピリオ
ドへ。

第４ピリオド、日本は#11演口のドライブシュートで始まり、＃8間宮のインサイドプレイで加

点し、更にリードを広げる。チャイニーズ・タイペイはなす術無く後退ｏ結果的に日本が９０

－５３で快勝し、決勝進出とＵ－１９世界選手櫓の出場権をこの時点で獲得した。

決勝

１１月９日（日）

日本９０－８７中国

日本は初優勝をかけて、今大会６連覇中の中国と対戦。序盤は一進一退の展開。

に１３点のビハインドを負ったが、後半開始早々に一気に追いついて一時は逆転、

４

前半は中国

終盤の競り



合いをも制して勝利し、今大会の初優勝を飾った。

第１ピリオド、開始から一進一退の展開が続き両者譲らず、しかし終盤中国が足を絡めた速い

攻撃を見せ、２１－２４と中国３点リードで終わる。

第２ピリオド、このピリオドに入っても形勢は変わらず、重い展開が続く。中国はボールへの

激しい執着心を見せてそこからシュートチャンスを生み出し、リードを広げる。日本は中国に

主導権を握られて３８－５１と１３点のビハインドで前半を終了。

第３ピリオド、追う展開となった日本は出だしから渡嘉敷が奮起､＃5岡本のドライブインも含

め、開始３分半で１点差まで詰め寄りその後逆転した。中国も冷静にシュートを決めて対抗し

ようとするが、流れをつかんだ日本が#１０元山の３Ｐシュートで形勢を逆転し、日本が６９－

６１の８点リードで最終ピリオドへ。

第４ピリオド、第３ピリオドの流れとはうって変わり、日本は中国に４連続得点されてリード

を失う。その後は点の取り合いで時間が過ぎていく。残り３２秒で同点から日本は#１５渡嘉敷

がドライブインして２点リードする。その後の中国の攻撃をしのいだ日本は#１０元山がダメ押

しのフリースローを決めて３点差で逃げ切った。

この結果日本は、アジアにおいてこの大会で６連続優勝の中国を破り、全勝して初優勝とい

う素晴らしい結果を残すと共に、２００９年７月にタイで開催される「第８回ＦＩＢＡＵ－

１９女子バスケットボール世界選手権大会」の出場権を獲得、アジア地区１位での出場となっ

た。

４年後のオリンピック出場を考えるとき、現在のＵ－１８の選手たちが中心となることはほ

ぼ間違いないだろう。アクシデントに会わないようしっかりと強化して、次の大会に臨んで欲

しいものである。バスケットボール界で久しぶりの明るい話題を提供することができ、頑張っ

た選手やスタッフに感謝したい。

[レペルＩ最終順位］

優勝

第２位

第３位

第４位

第５位

第６位

日本

中国

韓国

チャイニーズタイペイ

マレーシア

インド
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木内貴史氏

昭和１５年(1940)静岡県出身、６８歳。静岡高校から慶応大学へ進み、大

学在学中に日本代表選手としてローマオリンピックに出場、卒業後住友金

属へ入社、再び日本代表選手で活躍、東京オリンピックにも出場した。

静岡県協会理事長、副会長を歴任。現在静岡市にて産業建設株式会社代表

取締役。

I編集部、

平成２０年１１月１０日､‘恒例となっている秋の講演会ならびに交流会を､東京五反田の｢ゆ

うぼうと」にて開催した。

講演会の講師として、新しく日本協会専務理事に就任された木内貴史氏をお迎えし、これか

らのバスケットボールについてお話しいただいた。

講演会に続いて開催された交流会には､愛知会長をはじめ日本協会会長代行の佐室有志氏に

もご参加いただき、ｂｊリーグからは中野社長と河内コミッショナーもご参加されるなど、久

しぶりに明るい話題が飛び交うひと時となった。

木内貴史氏講演内容概要

はじめに

この８月に日本協会専務理事に就任しました木内貴史です。過日、振興会の小淫理事長から

「これからのバスケット界」の話をして欲しいと依頼され○Ｋしましたが、本日は諸先輩や私

が現役時代にお世話になった方々が多数おられまして、お話をするのにも大汗をかくことにな

ろうかと存じます。

ご承知のとおり日本協会は約３年余の間、大きな空白と混迷の期間がありました。私も一時

はその渦中に居ましたので､否応なしに皆さんと相談をしたり意見を交わしたりしておりまし

た。昭和５年(1930)に日本協会が発足してから今日までの間で、こんなに長い間、空白と混迷

を続けたのは初めてのことだったのではないかと思います。

８月に会長として麻生衆議院議員（現在総理）をお迎えすることが決まり、新たな執行部が

スタートしました。現在、麻生さんは総理になっておられますので、佐室副会長が会長代行に

就任して業務を遂行しております。

前進あるのみ

私がこの仕事を引き受けさせていただいた際､会長を始め理事の皆さんや評議員の皆さんにお

話した重要なことがあります。それは“後を振り向かない'，ということです。これからスター

トを切る日本のバスケットボールについて、大事なことは前を見つめ、一歩一歩前進し、日本

'恒例の秋季講演会と交流会開催
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のバスケットボールを再構築するのみだと。

理事や評議員の皆さんにもさまざまな思いが込められていて、過日の世界選手権大会の結果

を検証して欲しいといったご意見や、この空白と混迷の過去を各人各様に深く考えておられる

方が多いということも理解いたしましたが､例えそうであっても後を振り向くことはしないで、

新しいバスケットボールを構築していくんだという決意を申し上げました。

期の途中でもある８月に就任いたしましたので、当面の任期である来年３月までの残された

短い期間、とにかく前向きに業務を遂行したいと考え、執行部の体制もその方向でまとめてい

きたいと考えております。

今回麻生会長がこの職務を引き受けられたときに、以下の三つの所信を述べられました。

１）日本協会運営の正常化

２）財政の健全化とその確立

３）競技力の向上と普及の推進

以上の３点は麻生会長が理事を含めて評議員に発信しました大きな方針です。

私はこれを申し受けて各地のブロック会議に出席したり、国体に出向いたりしたときに皆さ

んにお話しをさせてもらっています。

オリンピック出場に向って

いろいろな会合で皆さんから出される多くのご意見は、日本のバスケットボールがオリンピ

ックに出場できるようになるべきだといった、『チームＪＡＰＡＮ』の強化についてという内

容でした。

今年の北京オリンピックのボール競技で、出場できなかった２競技のうちのひとつがバスケ

ットボールでした。バレーは男女とも１０年ぶりの出場でしたし、女子のソフトボールやフェ

ンシング、プロ選手の構成とはいえ野球など、子どもたちの夢はチームＪＡＰＡＮがオリンピ

ックで活躍することだろうと思います。オリンピックのステージから日本のバスケットボール

を発信して欲しいというのが子どもたちや愛好家の一番の希望だと思いますし､事実そういう

声をどこででも聞かされました。

私たちは２０１２年のロンドン、まだ未定ですが２０１６年のオリンピックに、何としてで

も日本の男女バスケットボールチームを登場させ、日本のバスケットボール界がそのことに集

中しようと呼びかけております。

本日開催された強化部会でもこのことを申し上げ､チームＪＡＰＡＮが男女ともオリンピッ

クに出場するために、あらゆる努力をしなければならないことを話し合いました。極端な表現

ですが、オールジャパン、インカレ、リーグ戦などすべての大会をオリンピックの舞台へ照準

を当てて競技力向上を進めていきたいと。

最近、アジアでのハードルは相当高くなっていて、中国を始め中東諸国など、かなり強い国

が多くなっていますが、努力すれば必ず実現できると信じております。私の友人や知人には、

大きな選手が多いこれらの国に対して、男子は難しいのではないかという人がいますが、私は

それに対してある例を引き合いに出して話をしています。

戦後日本が２回目に出場した１９６０年のローマオリンピック、そのときはその前のメルボ

ルンオリンピックに出場した糸山、鎌田、斉藤、東海林、今泉、奈良、金川選手などが中心で

７



した。結果的には苦戦して全敗でしたが、特に４試合目に対戦したホスト国イタリアには完敗

でした。私はコーチの前田さんの配慮で５～６分試合に出させていただきましたが、当時イタ

リアはオリンピックのホスト国として、ヨーロッパでも１～２を争う強豪国でした。

そのころは４年後の東京オリンピックが決まっていましたので、日本はこのような強いホス

ト国になれるのだろうかと感じたものです。

４年後に東京オリンピックを迎えましたが、チームの平均身長ではローマ大会が１７９ｃｍ

だったのに対し東京大会では１８３ｃｍと当時としては飛躍的に大型化が図られました。それ

でも身長でいえば参加国の中では最低です。

日本チームはオリンピック東京大会で奇し

くも再び予選リーグでイタリアと対戦して、

結果的に７２－６８でイタリアに勝ったので

す。私は最後５分くらいを残してファウルア

ウトしてしまったので、ゲームの最後をしっ

かりと見ることができました。あのローマオ

リンピックで歯が立たなかったイタリアチー

ムを東京で破ったという感激はいまだに忘れ

られません。イタリアは東京大会で結果的に

。

ー

唐Ⅸ琴

、垂』

貯

削
『
■
五
．
■
四
日

図

ｂｮ■

＊内

●

■ ｡

｡

られません。イタリアは東京大会で結果的に５位でしたが、ヨーロッパの強豪国を破ったとい

うことは大変印象深く心に残っております。

単純に比較はできませんが、この事例にもあるように、努力を積み重ねていけばそこには必

ず道が開けるのではないかと思いますし、目標を持って努力すればきっと報われると確信して
います。

私たち協会関係者は目標にしっかり向き合わなければなりません。リーダーが下を向けば子

どもたちも下を向いてしまうでしょうし、信念を持ってあたれば中国であっても乗りこえられ

ると信じています。オリンピックへの道を切り開くためにも、歴史の体験をこれからの人に伝

えていきたいと思います。

私が大学４年生のとき、教育者として名高い小泉信三元塾長が体育会のメンバーを相手に講

演した際、「練習は不可能を可能にすることができる」という言葉を繰り返し話されました。

練習することによってこそ不可能を可能にするのがスポーツだと思いますし、私は東京オリン

ピックでそれを体験させていただきました。

特に男子はアジアにおいて強い国が多いので、高いハードルが待ち受けておりますが、一生

懸命に一丸となって取り組めば不可能はないと信じております。

今後、やらなければならないことも山積しておりますが、日本協会最大の目標は、男女とも

オリンピックに出場するんだという気持ちを皆で共有することだと思います。

日本バスケットの強化

今回､私が日本協会の仕事に入って感じることは､関係者がバスケットボールを語らないで、

ややもすると人を語ってしまう傾向があるということです。人のキャリアなどについて

語るのではなくて、是非ともバスケットボールをしっかりと語って欲しいのです。

人を選ぶにあたって背後の人脈などよりも日本のバスケットボールを強くするのだという



それから中学、高校といったカテゴリーのこ

とがあります。世界ではカテゴリーがどんどん

変化しています｡先日アジアでＵ－１８の選手

権があり、日本チームは決勝で中国を破り初優

勝しました。この結果によって出場する来年の

世界選手権はＵ－１９の大会になります。また

来年度にはアジアでＵ－１６の大会も予定さ

れており、カテゴリーの変更にともなう柔軟な

システムにも手をつけなければなりません。

があって少年の部は高校生ですが、そこに中学

９

＝

ｑ
６
Ｊｍ
－
Ｑ
、

例えば国体において少年の部、成年の部などがあって少年の部は高校生ですが、そこに中学

生が入ってもいいのではないでしょうか。サッカーなどではすでに中学生も入っています。

ｂｊリーグとの関係改善

私が新聞記者の方々からよく受ける質問にもう一つあります｡それはｂｊリーグとＪＢＬと

の関係はどうするのかという質問です｡静岡県浜松市をホームタウンにしたｂｊリーグのチー

ムに浜松東三河フェニックス（昨年まではＪＢＬ）というチームがあります。先日浜松で開催

されたゲームを観戦に行きましたが、地元では大変な人気でした。

静岡県には女子のシャンソン化粧品というチームがあり、人気チームではありますがテレビ

ではなかなか放映してくれません。ところが今回はｂｊリーグのゲームをＮＨＫ静岡放送局が

生で中継放送してくれました。チームに企業名がなく、地域密着形のプロチーム誕生というこ

とで、地域と共に活動していくところにＮＨＫが目をつけたのだと思います。浜松市は政令指

定都市でスポーツが盛んなところですが、プロのチームはバスケットボールチームだけという

視点に立つことが全てです。

強化については、まず指導者の問題があると思います。先日、新聞記者との懇談の中で申し

上げたことは、ナショナルチームの指導者は専任制が望ましいということです。チームＪＡＰ

ＡＮのコーチは、国籍の内外を問わず男女とも専任制をまず第一に考えていきたいと思います。

次に子どもたちの育成の問題があります｡テレビでご覧になってご存知の方も多いと思います

が、北京オリンピックではスペイン代表チームで１７歳の選手が活躍しておりました。今まで

の日本ではこういうケースはなかったと記憶しております。優秀な選手がいなかったからか、

システム的にそうなっているのかと言えば後者の方ではないでしょうか。もっと若い人をダイ

ナミックに採用して引き上げていく形があってもいいのではないかと思います。

日本では、中学、高校、大学、社会人という順序や制度があり、それを大事にし過ぎている

きらいがあります。突出することを避ける傾向がありますが、若い選手を大抜擢するようなシ

ステムがあっても良いのではないでしょうか。

次に強化対策としてチームのゲーム数の問題があります。もっとゲーム数を増やしていかな

ければなりません。ＪＢＬやＷＪＢＬはシーズン制を敷いて、ある期間にゲームが集中するシ

ステムになっていますが、シーズン中であってもチームＪＡＰＡＮの国際ゲームができるよう

にしないと強くたくましくはなりません｡現実に他のスポーツではそれを実行しているのです

から。



ことから、地元でも人気があるのだと思います。

日本のバスケットボールにおいて、プロ化は当然進めていかなければならないことだと思い

ますし、企業名を出さないで地域とともに生きるプロチームを育成していかなければならない

と感じております。

したがってｂｊリーグとの関係について、時期的なことは明言できませんがｂｊリーグとＪ

ＢＬが同じステージでバスケットボールができる仕組みが考えられないか、これから検討を進

めます。このことはｂｊリーグにも伝えましたし、早速次の理事会でプロ化を検討する委員会

組織の発足について論議いたします｡来年度からｂｊリーグは更にチーム数が増えると聞いて

おりますし、４年間の実績もありそれなりの市民権も得ていることから、同じステージでのバ

スケットボールは、そう簡単なことではないと思いますが、なるべく早い時期に何とか実現し

ていきたいと考えます。

バスケットボールの今後の普及

次に普及の問題があります｡現在日本協会に登録しているバスケットボール人口は約６５万

人で、その殆どが小学生、中学生、高校生です。かつては１００万人ほどいたのですが、少子

化や個人登録料の徴収によって減ってきています｡オリンピックに出場するための強化にも裾

野を広げなければなりませんし、困難は伴いますが登録人口を増やす努力をしなければなりま

せん。

先般もインドネシアでジュニアの「３０Ｎ３」アジア大会が開催されました。ビーチバスケ

ットボールという名称で、ビーチに板を敷いて３０Ｎ３バスケットをやる大会で、ＦＩＢＡア

ジアでも取り組みを始めております。日本からは高校生を派遣し、男子は今一でしたが女子は

優勝しました。国内においても日本のバスケットボール普及につなげられないか、３０Ｎ３の

組織と話し合いたいと思います。

このようにして日本のバスケットボールを､何とかメジャースポーツに変身させたいと思っ

ております。週末ともなれば多くの人が自然にバスケットボールを楽しむようになることが、

メジャーへの第一歩といえるのではないでしょうか。これから日本協会はメジャー化という大

きな目標をかかげて進んでまいります。

ナショナルトレーニングセンターを視察しましたが、昔と違って素晴らしい体育館と合宿所

が整備されています。施設面では十分環境が整っており、あとは人が心を入れて強化に取り組

めばアジアで頂点に立つことは可能と確信しております。

おわりに

困難な時期を過ごした日本協会の活動ですので､すぐにはできないこともあろうかと存じま

すが、「メジャー化を目指し」「アジアの頂点を目指し」頑張りたいと思います。

今まで振興会と日本協会がどのような関係であったのかわかりませんが､諸先輩も多くおら

れ、大切なパートナーとしてバックアップをお願いしたいですし、試合などにもおいでいただ

いて、ご意見なども是非言っていただきたいと思っております。

いろいろなことを申し上げましたが､今後のご協力をお願いしてお話を終わらせていただき

ます。
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交流会も盛会裡に終わる

愛知会長挨拶

本日はお忙しいところ多数の方にご参会いただき有難うございます｡振興

会もＮＰ○法人化してから２年目を迎え、順調に活動を続けております。

活動拠点である事務所につきましても、神田神保町にすっかり落ち着いて

おります｡本日は日本協会専務理事である木内さんからいろいろとお話を

伺いましたが、私は振興会会長に就任当初から日本のバスケットボールを

メジャースポーツにしたいと常々言ってまいりました。本日は日本協会の

役員の方々も多数ご参会いただいておりますが、私も日本協会の副会長を

ともあり、これからの協会運営につきましても、全面的に協力していきた仰せつかっていることもあり、

いと思っております。

佐室日本協会会長代行ご挨拶

会長の麻生さんが総理になられた関係で、私に会長代行をやれと命を受け

本日参席させていただきました。先ほど講演した木内氏は大学時代の後輩

ですので何分よろしくお願いいたします｡新たに生まれ変わった日本協会

は、大きく言って二つのことについて目標を持ってまい進いたします。一

つは男女ともオリンピックに出場すること、もう一つは日本のバスケット

の普及と発展であります。過去いろいろありましたが、それらにはとらわ

れないで前向きに取り組んでいきたいと思っておりますので、ご支援くだ

さいますようお願いいたします。

この後、中村日本実連副会長にご挨拶をいただき、稲垣振興会副会長の乾杯の音頭と共に開

宴し、会場は随所に懇親の輪が広がった。

なお、木内氏講演の中で触れられたｂｊリーグからも、中野社長と河内コミッショナー両氏

が参加され、明るい雰囲気のなか楽しいバスケットボール談義を交わしたことは言うまでもな

い。

講演会に引き続いて開仙催されたこの交流会には５５名の方々が参加し、楽しい時間を過ごす

と共に、昔懐かしい出逢いもあって和やかな雰囲気に包まれ、盛会裡に終了した。

＝
一一一一

ｐ望

、
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スペシャルオリンピックス

第１回バスケットボール交流会を支援

上谷富彦

振興会では社会貢献活動の一環として、

昨年、知的発達障害のある人たちのスポー

ツ団体スペシャルオリンピックス日本。東

京（以下ＳＯＮ．Ｔとする）に金銭的助成

を行ったことは、皆様ご承知のとおりです。

小津新理事長は、就任の挨拶で単なる金

銭的助成だけでなく、知的発達障害のある

人たちの大会への手助けなど、具体的な行

動でも、協力していく考えを示しました。

このたび１１月１６日、第１回Ｓ○Ｎ．

Ｔバスケットボール交流会が代々木オリンＴバスケットボール交流会が代々木オリンピック青少年スポーツセンターで開催され、日比野

副会長･小淫理事長･佐藤編集部長､審判として数名の会員がこの大会に参加・協力しました。

Ｓ○Ｎ．Ｔでは、現在都内６会場で２００名のアスリート（知的発達障害のある競技者）が

週末にバスケットボールを楽しんでいます。

今回の交流会には、１００名のアスリートとその家族、振興会をはじめとする多数のボラン

ティアが参加し、初めての試みが実現したわけですが、バスケットボールの試合ができるアス

リートはそれぞれの会場ごとにチームを編成し対戦しました。

当日は振興会から支援のために派遣した審判が出来る会員３名と委嘱した公認審判１名が、

レフリーカッターを着て大活躍。審判のジャッジと大勢の観衆の見守るなか、決して上手では

ありませんが、彼らは精一杯のパフォーマンスを演じました。

コートでは、生まれて初めて試合に出場し見事にシュートを入れて、両手を突き上げて満身

で喜びを表わすアスリート、わが子の成長に思わず涙をながす家族など、感動的なシーンを見

ることができました。

、。

Ｂ身幻

震-鼻三一一一

､

ニニラーニ

彼らの中には､まだ試合ができないアス

リートもいます｡試合ができないアスリー

トはパス・ドリブル・シュートの３種目に

よる個人技能コンテストを行い日ごろの

成果を発表しました。

参加した振興会の方々に感想を求めた

ところ、口々に、アスリートが皆、一生懸

命プレイしているとの印象を述べていま

した。

スペシャルオリンピックス日本では、大会宣言で次のような言葉を述べています。

『私に勝たせてください。たとえ勝てなくても、戦う勇気を与えてください』と。アスリート

たちはこの理念に基づいて全力を尽しているのです。

彼らは決して障害のある可哀そうな人ではなく、バスケットボールをひたむきに楽しむ同じ

1３
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Ｓ○Ｎ．Ｔホームページのアドレスは次の通りですhttp:/ﾉWwwson-tokyo.o]ajp
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仲間であることを、振興会の皆様に理解していただけたことは、とても意義のあることだと思

います。

スペシャルオリンピックス日本では、全国色々な場所で日常的にバスケットのプログラムを

行っています。これからも沢山の会員の方々に関心を持っていただければ幸いです。
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一枚の写真から。・・昭和フ年のできごと

[歴史部Ｉ

明治大学バスケットボール部史の巻頭に、

バスケットボールの創案者ジェームス。Ａ

ネイスミス博士の写真が掲載されている。

昭和７年、明治大学バスケットボール部

が米国に遠征したときに、博士と一緒に撮

影した貴重な一枚の写真が発見された。

では、どのような経過でこの写真が残さ

れたのか。

まず、『関六・３５会』なるささやかな会合

がその始まりである。

プラザ３９号で角能良宣氏が詳しく紹介’

ているが、昨年亡くなった「横山房雄君」０

プラザ３９号で角能良宣氏が詳しく紹介しＮｏｌ前列中央がネイスミス

ているが、昨年亡くなった「横山房雄君』の呼びかけで、昭和３５年に関東６大学バスケット

ボール部を卒業した仲間が、平成１６年から各校持ち回りの幹事で旧交を温めていた。

第４回目の幹事校は日大で、卒業生全員が出席、愛知県在住の増田貞博氏が遠路遥々はせ参

じてくれた。

このとき､増田氏から戦後まもなく他界した父親が､明治大学バスケットボール部に在籍し、

戦前に渡米したときの記録写真を残しているとの情報を得て、早速この貴重なフイルムを届け

てもらったのである。

現像してみると、明治のユニフォームを身にまとった青年達が、ネイスミス博士を囲んでい

るではないか。（ＮＯ１）

ほかにもシアトルのワシントン大学の校舎、体育館の風景を写したものがあった。（ＮＣ２．３）

当時､増田さんたち明治大学の選手たちは､本場アメリカのバスケットボールに思いを馳せて、

勇躍、遠征をされたのであろう。

明治大学○Ｂの農匡一郎氏に写真を見せたところ、その経緯を次ぎのように語ってくれた。

「昭和７年（1932）当時の部員のなかに二世のメンバーがおり、その伝を頼ってアメリカ本

場の技術を習得しようと、遠征を計画し実行した。（No4）当時は世界的大恐慌の最中であり、

資金の調達は思うにまかせず、現地で転戦した－行は帰国の旅費に欠乏し、遠征先の大使館に

借財をしてようやく帰国することができた。この遠征については当時学校から処分を受けたた

め、対戦成績などは正式の部史には残されていない。しかし、昭和５９年農匡一郎氏が監督と
して米国遠征した折、ワシントン大学を訪れ、学校当局から５０年ぶりの再会を歓迎されたこ

’

ノ

ＮＯ２当時のワシントン大学

1５

とは、強く印象に残っている」と話された。

また､明治大学ではゾーンデフェンスを初

めて導入したのも、この遠征の成果であっ

たとも語られた。

振興会会員の中には、駿河台にあった旧

明治大学の体育館でプレイされた方も沢山い

ると思うが、この体育館は昭和９年に完成し

たものだそうだ。

そして、不思議な糸に手繰り寄せられて、

バスケットボールを愛する皆さんに紹介す

ることが出来たことは幸運である。



歴史部会では、このようにバスケットに係わる資料参の収集を行って、後世に伝えていきたい
と考えておりますので、皆様のご協力をお願いします。

［文責上谷］

三・～＝
Ｅ誼

〆

Ｎｏ３当時のワシントン大学体育館

Ｎｏ４アメリカ遠征した当時の面々
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ＲＥＵＳＥを考える

[環境の総合情報商社］

“地球にやさしく,，どこかで見たような聞いたような言葉。

あなたはリサイクルに関心を持っていますか？

“地球環境をこれ以上汚したくない”これが私たちの願いで

あるとともに、人類に課せられた大きな課題です。

当社は携帯電話やパソコンなど、鉄を除いた金属（レアメタ

ル）の回収、再生（リサイクル）を主な業務にしている会社

です。

日本のバスケットボールの振興、発展を応援します。

リユース。ビズテツク株式会社
〒３３３－０８４２

埼玉県川口市前川２－３３－１

ＴＥＬＯ４８－２６３－７０２３

ＦＡＸＯ４８－２６９－８００９

代表取締役永野鉄洋




